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はじめに

　近畿地方の太平洋側に残存するブナ林は極めて少な

い．紀伊半島の中央部を除くと，金剛山，妙見山，六甲

山，和泉葛城山などの山頂付近に小面積の林分が点在す

るにすぎず，兵庫県神戸市域の六甲山に残されたわずか

な個体群も非常に貴重な存在といえる．

　神戸の自然研究グループ（1982）は六甲山において69

個体のブナを確認しているが，詳細な分布位置の情報は

報告していない．先行調査から約25年が経過した2005

年に著者らは六甲山において，ブナ林，イヌブナ林の復

元を目指して，それの基礎資料となるブナ，イヌブナの

分布および個体サイズの調査を行った．調査の結果得ら

れた資料のうち，ブナの詳細な分布位置（緯度，経度，

標高）と個体サイズ（樹高，胸高直径）を報告する．

なお，本研究には平成17年度兵庫県立人と自然の博物館

自然環境調査委託費を使用した．

調査方法

1.　調査地の概要

　調査対象域は，神戸市須磨区から宝塚市に至る六甲山
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図１　調査対象域
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表２　ブナ（樹高1.3 m未満）の分布位置と個体サイズ

表１　ブナ（樹高1.3 m以上）の分布位置と個体サイズおよび株立

ち状況

表１　つづき
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BB

C

図2　六甲山におけるブナの分布．図中の数字は表1の個体番号を示す.

A：踏査範囲の全域，B：紅葉谷周辺部，C：六甲山の山頂周辺部.
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系全域とした（図1）．山系の西部や山麓部などの標高の

低い地域にブナの自生は報告されていないので，標高

500 m以上の摩耶山より東側の山塊を踏査の対象とし

た（図1）．

　有馬周辺や東お多福山などを除く六甲山系一帯は花崗

岩を母岩とする砂質の土壌より構成されている（藤田・

笠間，1970）．瀬戸内一帯は年降水量1200～1400 mm

前後の国内でも有数の少雨地帯であり，瀬戸内気候区に

位置づけられているが，六甲山の山頂付近では年降水量

1800 mm以上に達している（気象庁，1959）．このよ

うな多降水量と山地部の低温（山頂付近の年平均気温は

10.1℃，最寒月の月平均気温は-1.2℃（気象庁，1958））

がブナの生育を支えている．

　過去の収奪的な土地利用によって，六甲山は江戸時代

から明治時代にかけてはげ山化していた．特に南側斜面

では山麓部や社寺周辺を除いて森林がほとんど見られ

ず，山頂付近も例外ではなかったとされている（松下，

1997）．一方，北側斜面には比較的広範囲にアカマツを

中心とする森林が残存していたとされている（松下，

1997）．現在では，森林利用の停止にともなって遷移が

進行し，アカマツ林やコナラ林などの二次林が広がって

いる（服部，1997）．

2.　 調査対象木

　調査の対象としたブナは，実生を含む全ての個体とし

た．

3.　 分布位置調査

　六甲山では，ブナが他の多くの樹種よりも早期に展葉

する．そのため，ブナの展葉期（4月下旬）には，他の

樹種との区別が容易であり，分布を簡単に把握すること

ができる．ブナの展葉期に道路やロープウェイなどの見

晴らしのよい場所から生育地を確認し，その分布位置を

地形図に記録して分布予察図を作成した．

　�春期の調査で得られた分布予察図，�神戸の自然研

究グループ（1982）によって報告されているブナの分布

図，�市民団体「ブナを植える会」の松井光利氏からの

聞き取り情報，�ブナの黄葉期に撮影されたカラー空中

写真（2002年11月撮影）を参考に，2005年5月から10

月にかけてブナの個体（株）を調査し，それらの分布位

置を地形図に記録した．併せて，GPS（GARMIN社製 

eTrex Venture）を用いて分布地点の位置情報を測定し

た．GPSの測位精度は，尾根や斜面の樹林下では10 m

前後であったが，谷部では20 m以上に達した．そこで，

GPSを用いて得られた位置情報を，GIS（Arc Map 8.3）

を用いて地形図および空中写真と重ね合わせ，地形図に

記録された分布位置および空中写真に撮影された個体の

分布位置と合致するように補正した．その後，GIS上の

位置座標を緯度，経度に変換した．

　ブナの種子散布距離は非常に短く，樹冠縁から約5 m

の範囲にほとんどの種子が落下することが知られている

（前田，1988）．ブナの実生個体の確認については，樹

高10 m以上の全ての個体の樹冠下と，樹冠縁から5 m以

上10 m以下の範囲を重点的に精査した．

調査結果

　調査によって確認した130個体のブナの分布を図2に

示した．また，それらの個体の分布位置（緯度，経度，

標高）および個体サイズ，萌芽幹数を表1，表2に示した．

ブナは六甲山山頂の南西に位置する紅葉谷の周辺に最も

まとまって生育しており，極楽茶屋跡の南に広がる斜面

や山頂の周辺にも点在していた（図2）．確認した個体の

最大樹高は20 mであり，最大胸高直径は86.6 cmであっ

た．樹高クラスごとの個体数についてみると，樹高10 

m以上の個体が大半を占めており，樹高が2 mに満たな

い個体はわずか4個体であった（表3）．

　六甲山におけるブナの個体数が僅かであること，そし

て実生や稚樹がほとんど生育していないことなどから，

六甲山では自然状態でブナ林が復元する可能性は低いと

推察された（栃本ほか，2006）．
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